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評価する、というものである。適切に時期区分された第 1 章から第 3 章までの論述が、この課題を
果たしている。 
 1970 年代のはじめ、公害被害者救済の枠組みこそまがりなりにもできたものの、公害そのものは
なくならないばかりか、既存の法解釈体系では原因者である企業や国・道路公団の責任を追求するこ
とすら難しかった。それゆえ、1978 年に提訴された西淀川公害裁判の課題は、裁判所内で法解釈を
戦わせるだけではなく、法的責任を問うことができる新しい責任観念の社会的合意を作り出すことに
あった。ところが時代は、NO2環境基準緩和（1978年）にはじまり、公害健康被害補償法改定（1987
年）、公害指定地域解除（1988 年）へと続く公害反対運動「冬の時代」へと突入する。「公害は終わ
った、次は地球環境問題」などと囁かれる中、被告の責任を問う社会的合意の獲得はいっそう困難に
なっていた。その点を突破するため運動体は、公害反対とは直接の関わりがない、あるいはより広範
な課題を担う消費者運動や地球環境問題に取り組む運動のような組織との連携を模索した。本論文は、
その経緯を明らかにし、そこでの相互交流が双方に劇的な変化をもたらし、裁判勝利の展望をもたら
したと論じる。その点を運動の「とらえなおし」と説明する第 3章は、本論文の白眉となっている。
公害患者たちは自らの被害が個別的・特殊的なものではなく、裁判に勝利して賠償金をもらうだけで
は決して解決するものではないことを知る。市民もまた、「公害は終わった」どころではなく自らの
足下に忍び寄りつつあるものであり、かつ、西淀川公害裁判において被告の責任を問うことが、地球
環境問題のような一般的・普遍的問題の解決に資するものでもあることを理解する。その到達点を象
徴的に示すものこそ、「手渡したいのは青い空」というスローガンの誕生であった。 
 本論文は、上記の過程を余すところなく描ききり、環境運動の発展を主題の変遷や主体の移行とい
った表面的把握ではなく、課題の異なる運動主体が相互に交流し、一回り大きな環境運動主体へと変
容したダイナミズムの中でとらえることに成功した。今後の課題としては、他の環境運動や社会運動
との比較の中での一般化などいくつかの点を指摘しうるが、上記の点で本論文が果たした貢献は大き
く、審査委員会は全員一致して、本論文が博士（商学）の学位を授与するに値するものと判断した。 
